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[表紙絵紹介]

「梁 山泊」

明代の長編小説 「水濡伝」の英雄を

題材に、民衆のもつエネルギーを生

き生 きと表現 している。「水済伝」

は梁山泊の英雄たちの豪快 さ、痛快

さによって現在も民間で根強い人気

をもっている。

陳 吉 生[Ch・nJi・h・咽

1955年 、山東省究州県に生まれる。

山東工芸美術学院装飾彫塑教研室主

任、助教授。中国美術家協会会員、

中国工業設計協会会員、山東省城市

彫塑協会理事。山東を中心とした歴史、

神詣伝説上の人物を題材 に民族のア
イデンテ ィティと伝統を主要なテー

マ として、多数の彫刻塑像 を全国級

省級の美術展や雑誌に発表。主な作

品のうち 「王尽美」は山東省第1回

城市彫塑展覧会で1等 賞、「田購肖像」

は同展で優秀作品賞を受賞。「孔子像」

は同展で3等 賞を受賞し、青島市政

府から大韓民国大丘郷に贈 られた。
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